
気候情報

1999年5月の大気大循環と世界の天候

　大気大循環

　北半球500hPa高度場では，極渦は分裂し，中心はグ
リーンランドの北西とロシア北西部付近に位置した．

北極海，中央シベリア，オホーツク海北部，太平洋東
部，北アメリカ北東部，地中海付近では顕著な正偏差

となった．一方，ロシア西部，日本付近，北アメリカ

北西部，グリーンランド，大西洋東部では顕著な負偏

差が見られた．偏西風は亜熱帯ジェットが西アジアや

北アメリカ南西部で平年より強かった．一方，中国北

部や太平洋中部，アフリカ北部では平年よりも弱かっ

た．ユーラシア中央部と太平洋東部では偏西風の分流
が顕著だった．熱帯の対流活動は，アラビア海からベ
ンガル湾と海洋大陸では非常に強かった．一方，ニュー

ギニアの東から中部赤道太平洋にかけてとオーストラ

リア北部，インド洋南部では不活発だった．200hPaに

おける速度ポテンシャルの分布図では，大規模な発散

中心は，平年より10度北寄りで30～40度西偏し，イン
ドシナ半島南端とフィリピンの東に別れて存在した．

発散域はこの中心から南東側に伸び南太平洋中部に達

していた．SOI（南方振動指数）は＋0．3（暫定値）で
平年並に近づいた．
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1999年5月の北半球月平均500hPa高度および平年
偏差

等値線間隔は60m，偏差パターン間隔は60m．平年値
は1961～1990年のデータに基づくもの．

世界の天候

　①北日本から韓国にかけての多雨
　②中央シベリアの高温
　月平均気温は西シベリアから中央シベリアで高かっ
た．シベリアのエニセイスクで12．9。C（十5．8。C）．

　③ロシア西部の低温
　④ヨーロッパから中東にかけての高温

　月平均気温は中東やアフリカ北西部，ヨーロッパ西

部で高かった．スイスのジュネーブで16．7。C（＋
3．8。C）．

　⑤カナダ東部の高温
　⑥カナダから米国中西部にかけての多雨
，月降水量はカナダから米国中西部にかけて多かっ

た．カナダのザパスで100mm（298％）．米国中部では

上旬に竜巻により40人以上の死亡が伝えられた．

　⑦米国西部の低温
　⑧カリブ海諸国からベネズエラにかけての少雨
　月降水量は米国東部からメキシコにかけてとベネズ

エラで少なかった．ベネズエラのバルセロナで1mm
（2％）．

　⑨オーストラリアからニュージーランドにかけて
の高温

　　（気象庁気候・海洋気象部気候情報課　古林慎哉）
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1999年5月の北半球月平均200hPa風速および風ベ
クトル

等値線間隔は20m／s．陰影部は平年で40m／s以上．

平年値は1979～1996年のデータに基づくもの．
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1999年5月の月平均850hPa高度および風ベクトル　　等値線間隔は20m（1400mまでは100m）
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1999年5月の月平均200hPa速度ポテンシャルおよび発散風ベクトル　　等値線間隔は2×106m2／s
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200hPa高度面の赤道上に現れた顕著な流線関数偏差

　第1図は，1999年春（3月～5月）の200hPa高度で

の流線関数と風ベクトルの偏差図である．この図から

分かるように，今年の春は赤道域の上部対流圏でイン

ド洋から太平洋の西半分にかけてウォーカー循環が強

かった．これは昨年秋から発生したラニーニャ現象を

反映して，大気側でも海洋大陸付近を中心に平年より

活発な対流活動が起こっていたことに対応する．さら

に北半球亜熱帯域ではチベット高原を中心として顕著

な高気圧性の流線関数偏差が存在し，その北側では強

い西風偏差が見られた．・一方，北太平洋上では西風

ジェットが大きく南北に分流する傾向が見られ，ミッ

ドーパシフィツクトラフ（MPT）は非常に強い状態が

持続していた†．このような中緯度の大気大循環の特徴

は，熱帯の対流活動活発域の西偏が局所ハドレー循環

の変化を通して南北運動量輸送を変化させ，ユーラシ

ア上で西風加速の偏差，北太平洋上で減速の偏差をも

たらしていたためと考えられる．

　ところで，第1図の熱帯太平洋域を見ると，日付変

更線付近より西ではウォーカー循環の強まりに伴う赤

道上の西風偏差が卓越しているが，150。W付近の赤道

の真上に顕著な流線関数偏差が存在している．赤道上

であるため北半球側から見れば高気圧性，南半球側か

ら見れば低気圧性循環となるが，1か月以上の長い時

間平均値でこのような強い偏差の循環が赤道直上に見

られることはたいへん珍しい．第2図は200hPa高度

の太平洋赤道上の流線関数偏差を1990年から1999年5

月までプロットした経度一時間断面図である．図の上

端近くの1999年2月から4月にかけては，陰影をかけ

た強い流線関数の正偏差（9．0×106m2／s以上）が見て

とれるが，140。E～100。Wの赤道太平洋上でこのよう

な偏差が持続して観測されたことは図示した期間中初

めてである．第2図は米国NCEPのCDAS（Climate

DataAssimilationSystem）のデータを使用して作成

している．紙幅の関係で最近約10年分のみを掲載した

が，その前の30年間にさかのぼってもこのような例は

見られない．

　この赤道上の流線関数偏差の形状は，赤道非対称な

†ハワイの北西側では今年5月末の通常より遅い時期に

　コナ・ストームが発生した．

速度場を持っている点では混合ロスビー重力波（成層

圏の柳井・丸山波）に似ている．鉛直方向にどのよう

な広がりを持っているかを見るために，第3図に赤道

上の月平均流線関数偏差の経度一高度断面を示した．

2月～4月にかけて赤道上の正偏差は500hPa付近か

ら圏界面にかけて分布し，偏差の最も強い高度は200

hPa近くに位置していた．2月には1450W付近に
1．2×107m2／s以上の偏差が見られたが，3月には200

hPa高度の流線関数偏差が中米からメラネシアにか

けて帯状になり赤道上では1．0×107m2／s程度まで弱

まった．4月には150。W付近の赤道上を中心にして再

び1．4×107m2／s以上の偏差が現れた．月ごとの200

hPa高度面での流線関数偏差図は過去の本誌「気候情

報」欄や気象庁発行の「気候系監視報告」などを参照

されたい．

　特に偏差の大きかった1999年4月について1層バロ

トロピックを仮定した200hPaでのプラネタリー波の

屈折率（臨界波数）と風速の東西成分，および曲がっ

た基本場の上で定式化された高谷・中村の波の活動度

フラックス（TakayaandNakamura，1997）を第4

図に重ねて示した．屈折率の計算はHoskinsandAm－

brizzi（1993）に従った．まず陰影で示した屈折率を見

ると，亜熱帯から熱帯の1500E～130。Wにかけては平

年よりも臨界波数が大きい（8以上の）濃い陰影の領

域が広がっているものの，その北側ではカリフォルニ

ア沖から南西方向に通常より西側まで白抜きの外部波

領域（波の伝播が出来ない領域）が広がり，分流した

西風ジェットの間の弱風域に対応している．これを見

る限り中緯度から熱帯への波の伝播は150。E，20。N付

近の狭い部分に限られる状態になっている．ただし波

の屈折率は，微小擾乱の仮定をおいたWKB近似の上

に求められており，このように大きな偏差を持った現

実の場への適用には限界があると考えられる．一方，

ベクトルで示した波の活動度フラックスを見ると，赤

道域の大きな流線関数偏差中心（1500W付近）に向

かって南北両半球からフラックスが収束しているよう

に見える．特に北太平洋西側のジェットの出口付近か

ら南東に向かう成分が顕著である．冬から春にかけて

200hPa高度面の赤道太平洋東部では西風が卓越して

いたので，波動が停滞することは原則的には可能だと

28 “天気”46．7．



200hPa高度面の赤道上に現れた顕著な流線関数偏差 471

3σW 9㎝ぴ　　3碗　　6㎝　　　　　12㎝　　1就　　18ぴ　　5㎝　　2 ㎜
　　　¢
　　　　↓

’　・　　L　』　　㌧

’　　　　　、　、

．．c

‘一‘iL
　、　　　｝　　　－　　　、

’い”　　　ノず
　　　　”「講’噌

一1罵　ヤ
、　　→

　→　ノ7

　　　　、
，■　・

→→つ、3
し　・　　一　→

を’ぐ一～

、つ　　　、 　　ρ獣＼

翻　＼
　　奪↑，
　　　↑　・
†

　　←　　　　　　　〆

←

4　’　』

‘ピ　ザ　　←　へ

一Lヴの　縛　貞　　　　’

～　　　■

　　、
→

．識声　　　　　→つ　、

　　　　　＞　　，

　　　　　　　、

　　　7！
　究　　　》

　　一》→→
～オ→　辱　‘

　ぜ　～

ヨ　㍉

↓↓　↓

　　　∠

ゼ　　　1←

　　　　、

　　〆ヒ
　　　～～
～　執　輩　　“　　・

　　　　評｝ →　　　　　→ カ

3㎝ 　6己、 →←レ←
←　ケ　←

、　　〆　ノ，
　・●←

　　　ノ　ヂ

、、　・♪ノ

　　ヘ　↑　f

　　　代↑

n
　　㌧　　，　　・

　1　　　■　　　　　　ケ

　》　♂ゼ
●　　　　　‘　　　　　●r

～

モ欝餐

魏一　・．

　　　＼
辱奪暫
ら漉　λ

　　評な　　　　　　」ピ

ヘ　奪　黛

ア　↑　“

f　　r　　㌧

　　”　　　ぜ

→　→　～→一ケ

ーH費覧　へ　へ　、　～

←　　　へ

～

％4’窃
¢〆〆4・
、、凄鞭．

蒲、

車
ヂ
ヂ
　
　 ↑、

、　～　、　rk

　　　～
翠　　←

一　　　　、　　　　～

←　←

を

　uヂ　昌㌣
”　、　う．

→　→

　噂＼ ← 、

罵

．幻震4砿．．一・
　．
　　　噛

・A

．
噸 4『
脅一←　ヤ

～を’を’←←
・．いやr脚』rい

ぺ　＼
＼＼

　　も←

　　ぞ　　←
〆
ど
　
　 ぜ　一　“

　　　、　　・■，

ど　　ぐ　　ぜ’　ぐ

　　一・．””　”
　　雫‘一；・門「　毛　↓

Or　　噛　　　r　　　　　　　へ

●　　　、　　　　、

〆／〆♂・
尋‘｛．’“晒・．、

　　、、壺　与

→→→、＼．

’、心　へ　†　，

覧へ～い
、へぺ穐．執
　　　●・一幽　・　　　－・

’i奇　　・　・

　　も　欄」　←

懸
←曜’
娼之卿2
～2《〆ゼ’
　　‘．を’や’どど～
　3－　鴨　　直　し　，

　　●　　●・

セ　ゼ　ピ←

イ　つ　㌧　↓
●●・・’1■

　　一
　、　　　　、

　　　噸
●
～

へ翠・＼

　　●4雑h

履ア　　ペ
↑’、、へ

‘鯛．蝉＾←r．

碧手響，
　　●

＼　へ←ぐ←．

　　　　・5、←4
・←←・航、ε

，鼠寿へ、、、

ギ　　　　　　　　　　ノ　　　ぜ

げ　　・　　甲　　’　　イ

　　　ず　　ず」
　　　　モ
、　　・　　　、　、㌦

十　r　　　｝　、

輌　　　←ぐ　←

←　　←』ζ・・ぜ”
・　・甲・一■　－一枯

←トく一　　’　　　～

　←　　セ
　　　　｝、　、　‘　　．乳

3σレs．．

　　→幸、ン
　・L・ず・
、瓶．♪　、　・　‘

～ペヤ～こ．．
．・、　、　、　、　、

、　　　・　　　f

、　、　　，　　ρ　　’

㌦、　、　→→貞
，
．
　

、㌧　，　沖．．パ’
　一、　、一一’

　　臥、　f　　・

→　　の　　’　　”

ノ，　の　　’　　・　　・

！し・」”→響畝．．’
　　　　●・一●　　　一　，・
♪　　　一　　　’　　　→　　　つ

ρ　　　’　　　→　　　一　　　・

　　　．・1㌘、、、》・
4↓xし　も

一㌧＼～
な曳㌧N醸
　‘＼一

　　　　●　　　－●
、　・　　・　↓

、　　、　　　r

一　・　”　　4・，

．ニゴノ！〆■

→→の■ろ・

毒！ン

，3　’　，

　　　　∪
’　ノ　’　・　㌧

　　”一’、・、幅
ノ，．■一ノ　噛　、

，‘

’
ノ
，3　の　つ　、

i欝
守、鱒＼
“唖＼v曽

ぐもく諸〆

膚嘉駄㍍←

臨蕩拷
、→→ノ，ノ

ヵ〆／グ》

f↑パ’・
飴嘱・
づ↑い、㍗一’

・ケ”シ／、一一

　　　←　　　　』

　　一　ノh・一甲．

“　　唱！　・

　　　輔　　　　　『

　鄭　　　　　　　　￥

・辱戯．f：．．　ψ

←　←　　　　ゼ

　　　　｝辱　・　‘　　　　　　　　　4r

㌧　｝　斗、

　　　，　！
馬　　帽　　　　　　　　　、

→10m！8
→5mゐ

6σレs
∫　屠　　　㎜　　　　■㎜、

第1図 3か月平均200hPa流線関数平年偏差および風平年偏差ベクトル（1999年3月～5月）．
4．0×106m2／s，平年値は1979～1996年で計算．

（】肋．■1血y　1999）

等値線間隔は

S七rm　Func　at　Eq．

1999

1998

1997

：：：：：二：：：器：：鞘…：3・　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫■：：翼罰龍“；

　リロ　ヰラ　　ロロ　ロラヰじうウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ　

　　」　　，　　　　　に叢塁醐壽薫二こ二二

　　　　　i　　：　　，くヲ
　　　　　　　ゼ・　　　　蹴賢蔓；トン’・…一一一一1　　　　　　・、一．：士：：：：：：：：：研

　　オ　　　　　リト　　　　ロロロドむロごごニニコ　イ

ー　iく三癒薫診〉　i
　　I　　L“綴’”璽．．　　　脚1　鴫盟
　　…・一・一尋’・一ぺ．勝ゴニ．5箏糞…謙腱：：’　“

　　o　　』　i一　　：　　　．、ト．．．．．．．，．：　　＝響『㌶罵ぐ＝＝
　　ヨ　　　　　ロ　　　　　オ　ロじ　　　ム　じも　じづり　
　　…　．、↓．．．．．．．＿↓．＿一．裁叢棄謝：記．．．

一　　　　1　　　　　　　　　・　　　　　　　　‘‘3’3～3』」　　　．

　　1　　　　　　：　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　噌器燃：＝3

　　し　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　アリロし　　　　　　　ロ

鷲叢蒙零弊陸鞭
　　し　　　　ぜト　　　　ゆ　　　　　　ヨ　　　ヤリ

ゆ　　　　　　　　　　ちもぬ　ロロのノプ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ロ
　　ロ　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　ナロじコ　　　ロロじロロラし

　　i　　　iく＝＝＝≒＝＝》　i心垂毒馨…鱒：：：：＝　魯

『…””寸””’…’†《ラ》”””寸”そ翼華鉱芦’

　　　　　ヨ　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　じ
　　ド　　　ロ　ヨヨヨゆ　　　　　　　　　し　　づぎザじりつロリ　のし　　ヨ

＿一＿一1＿羅一＿一癖…：二二卜、二：1
　　ナ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　じ　　

　　i　　i　　i『『　　i“摺”鴛

10

一

一1

1996

1995

Feb1999　Stream　Function　Anomaly　at　Eq．

1994

1993

1992

1991

1990

　　ロ　　　　　　　　　　ロびロロじラしりりしも

　　ぺ　　　　　んリ　　ヂ　う　　　　　　　　　　　　ド

ニ：：：ごごfヰ繁嚢要辛匙く鶏一

　　l　　　　l　　　　i　　　　l　・軸．．．一ド

　晶　二締が：藷……：：：：：：竃……輩＿．、

　　：一一r　遷職拙
　　i　　　i　　　i　　　iζ＝＝》

　　1ご壷こ滋蕪掩
　一■”＿　一一一＿一＿．＿　－．一．3．　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　‘．講

2・一璽鈴
30　…　　　一…一十一一

50　　一一一一一一　　一二一

70　　一　　　　　　　　　　　　　一一一一一

100　一　　　　　　　　　一一〇

150　　一　　　　　　　　　　　　　一一一

200　　　　　　　　　　…一一一

300　　一　　　　　　　　　””

500　　一　　　　　　　”弓、響

700

1000

　　　sヨ◎

．鼻層璽－l－層

エ　ロロ　　　　　　　ロ

Mar1999
10

　180　　　　　　　160▼　　　　　　　140▼　　　　　　　120W　　　　　　　100W

Stream　Function　Anomaly　at　Eq．

20　　　　　簸一　　　　　　　　　一一一

　　　630　　　　　　　　　一一イー　　　　　　　一”卜一一”一　　　　”一1”一”一

50　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　一一一＿一

70　一　　　　　一1一…　　　　　　　　”’””

100　　　　　　　一』…一　　　…r－

150　　一　　　　　　　”＋”一

200　一……　　　　　　…一””　r‘’

300　　一”－”

500　　一””’

700　…一一

1000
　　　ぼ　　　　　ニ　ロ

　Apr199910

懸　　　纈

140且　　　　160B　　　　180　　　　160▼　　　　140▼　　　　120▼　　　　100▼

　　　　　　　一恥十〇6　　伽十〇6

第2図　赤道上200hPaの流線関数平年
　　　　偏差の経度一時間断面図．太平洋

　　　　上の140。E～100。Wについて

　　　　1990年から1999年5月までプ
　　　　ロット．等値線間隔は3．0×106

　　　　m2／s．以下の図はNCEP再解
　　　　析（CDAS）を使用．

一．0．－’

　　コロ　　　　エ　サ　　　　　　ロサ　　　　　ぼ　　　　　　サ

Stream　Function　Anomaly　at　Eq．

20

30

50

70

100

150

200

300

500

700

1000

＿一〇→＿

．＿0．．一

6

ニニニニニニニ…1ニニニ凄霧ニニ

0
　　ロやヤドラロいロヨド　ハト　　　　　　　　　　　ドドつロロ　ド

ーり一一十一一一一一一　一一とΣ’

140E

第3図

160E　　　　　　　180　　　　　　　160W　　　　　　　140▼　　　　　　　120W　　　　　　　100W

月平均流線関数平年偏差の赤道に沿った

鉛直断面．上から1999年2月，3月，4
月．横軸は経度，縦軸は高度（hPa）．等
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60N

30N，

EQ

30S：

60S

Apr

第4図

1999R＿IDX，、WAF（TN97）at200hPa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てレ毎令

　　　60E　　　　120E　　　　180　　　　120W　　　，．60W　　　　O
200hPa高度面の波の屈折率（陰影と等値線），ベクトルは高谷・中村の波の活動度フラックス（1999年
4月平均）．

8

4

考えられる．ただし，半旬程度の短い時間間隔で見る

とトランジェントな変動の成分が大きいため，第1図

に見る偏差場がそのままに保持されていたわけではな

い
． このような変則的な流れ場が長期間に渡ってどの

ようなバランスで維持されていたのかということはた

いへん興味深いのだが，どなたかそのメカニズムを説

明して頂けないだろうか．

　　（気象庁気候・海洋気象部気候情報課　小出　寛）
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1999年度「朝日賞」の候補者推薦募集

　標記の賞について，朝日新聞文化財団から以下のお

知らせがありました．日本気象学会では，7月末ごろ

に「学会外各賞推薦委員会」を開催して「朝日賞」へ

の推薦者を選考する予定ですが，学会以外からの推薦

も可能ですので下記の要領で応募して下さい．詳細な

資料と推薦用紙は学会事務局にあります．

1．対象：わが国のさまざまな分野において，傑出し

　　た業績をあげ，文化，社会の発展，向上に貢献を

　　された個人または団体

2．推薦締切：1999年8月31日（火）

3．問い合わせ先：

　　〒104－8011東京都中央区築地5－3－2

　　　　　朝日新聞社文化企画局「朝日賞」係

　　　　　Tel：03－5540－7453

　　　　　Fax：03－3541－8999
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